
三鷹市の現状について

１、障がいのある人の状況（統計データより）

２、主なサービスの利用状況

３、令和７年度三鷹市障がい者等の生活と福祉実態調査結果より

４、令和７年度障がい者（児）計画策定のための事業所調査結果より

（資料５－２）



１ 障がいのある人の状況（統計データより）
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三鷹市の人口はほぼ横ばいに推移しています。

三鷹市の状況 人口（年齢区分別）の推移

■ 人口（年齢区分別）の推移

※各年１月１日現在

28,514 28,679 28,423 28,191 27,953 

120,180 120,192 119,784 119,801 120,198 

41,432 41,719 41,709 41,967 42,346 

190,126 190,590 189,916 189,959 190,497

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

令和３ 令和４ 令和５ 令和６ 令和７

18歳未満 18歳以上65歳未満 65歳以上

住民基本台帳からみた三鷹市の人口

単位：人
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身体障害者手帳所持者数は減少し、障がいの部位別に見ると、「肢体不自由」が最も多くなっています。

身体障がいのある人の状況① 身体障害者手帳所持者数（障がいの部位別）の推移

■ 身体障害者手帳所持者数（障がいの部位別）の推移

福祉業務統計年報

単位：人

※各年４月１日現在

270 290 293 299 295 

387 387 385 387 380 
61 76 81 68 67 

1,949 1,886 1,818 1,818 1,778 

1,712 1,641 1,661 1,656 1,624 

4,379
4,280 4,238 4,228 4,144

0
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3,500

4,000

4,500

5,000

令和３ 令和４ 令和５ 令和６ 令和７

視覚 聴覚 音声言語・平衡 肢体 内部
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身体障害者手帳所持者数を年齢区分別に見ると、「65歳以上」で減少しています。

身体障がいのある人の状況② 身体障害者手帳所持者数（年齢区分別）の推移

■ 身体障害者手帳所持者数（年齢区分別）の推移

※各年４月１日現在

105 107 113 115 120 

1,340 1,340 1,344 1,377 1,384 

2,934 2,833 2,781 2,736 2,640 

4,379
4,280 4,238 4,228 4,144

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

令和３ 令和４ 令和５ 令和６ 令和７

18歳未満 18歳以上65歳未満 65歳以上

福祉業務統計年報

単位：人
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愛の手帳保持者数は増加しています。

知的障がいのある人の状況① 愛の手帳所持者数（年齢区分別）の推移

■ 愛の手帳所持者数（年齢区分別）の推移 単位：人

※各年４月１日現在

273 275 284 301 309 

827 835 853 
878 872

73 76 72 
82 851,173 1,186 1,209

1,261 1,266
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令和３ 令和４ 令和５ 令和６ 令和７

18歳未満 18歳以上65歳未満 65歳以上

福祉業務統計年報
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等級別に見ると、「４度（軽度）」が最も多くなっています。

知的障がいのある人の状況② 愛の手帳所持者数（等級別）の推移

■ 愛の手帳所持者数（等級別）の推移

※各年４月１日現在 福祉業務統計年報

単位：人

24 25 24 27 25 

301 310 298 309 305 

265 257 266 270 274 

583 594 621 
655 662 

1,173 1,186 1,209
1,261 1,266

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

令和３ 令和４ 令和５ 令和６ 令和７

１度（最重度） ２度（重度） ３度（中度） ４度（軽度）
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精神障害者保健福祉手帳所持者数は増加しています。

精神障がいのある人の状況 精神障害者保健福祉手帳所持者数の推移

■ 精神障害者保健福祉手帳所持者数の推移

三鷹市統計データ集2025

単位：人

※各年３月31日現在

2,152 2,170 
2,030 

2,251 
2,408 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

令和３ 令和４ 令和５ 令和６ 令和７

精神障害者保健福祉手帳所持者数



２ 主なサービスの利用状況
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計画相談支援の平均利用者数は増加していますが、令和６年度からは計画値を下回っています。

主なサービスの利用状況① 計画相談支援の利用状況

■ 計画相談支援の平均利用者数の推移

所管データ

単位： 人／月

329 
364 389 401 421 

300 
315 

330 

436 

489 

548 

0

100

200

300

400

500

600

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

実績値 計画見込み値

第二期計画 第三期計画
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居宅介護の平均利用時間は増加しており、令和６年度からは計画値を上回っています。

主なサービスの利用状況② 居宅介護の利用状況

■ 居宅介護の平均利用時間の推移

所管データ

単位： 時間／月

2,934 
3,148 3,092 3,256 3,409 

3,087 3,110 3,132 3,098 3,104 3,110 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

実績値 計画見込み値

第二期計画 第三期計画
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生活介護の延利用日数は増加しており、令和６年度からは若干計画値を上回っています。

主なサービスの利用状況③ 生活介護の利用状況

■ 生活介護の延利用日数の推移

所管データ

単位： 人日／月

6,780 6,505 6,897 7,235 7,195 

7,193 
7,508 

7,836 

6,987 7,079 7,172 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

実績値 計画見込み値

第二期計画 第三期計画
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就労移行支援の延利用日数は増加していますが、令和５年度から令和６年度では減少しました。

主なサービスの利用状況④ 就労移行支援の利用状況

■ 就労移行支援の延利用日数の推移

所管データ

単位： 人日／月

821 

1,060 

1,389 
1,260 1,330 

1,170 

1,350 
1,440 

1,506 

1,633 

1,770 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

実績値 計画見込み値

第二期計画 第三期計画
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就労継続支援B型の延利用日数は増加しており、令和６年度からは計画値を上回っています。

主なサービスの利用状況⑤ 就労継続支援B型の利用状況

■ 就労継続支援B型の延利用日数の推移

所管データ

単位： 人日／月

単位： 人／月

5,646 5,700 5,972 
6,534 6,597 

6,060 6,075 6,075 6,035 6,099 6,163 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

実績値 計画見込み値

第二期計画 第三期計画
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障害児相談支援の平均利用者数は計画値を下回っており、令和６年度から令和７年度では、減少してい
ます。

主な障害児向けサービスの利用状況① 障害児相談支援の利用状況

■ 障害児相談支援の平均利用者数の推移

所管データ

単位： 人／月

72 70 73 76 
67 

70 73 76 

86 

100 

118 

0

20

40

60

80

100

120

140

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

実績値 計画見込み値

第二期計画 第三期計画
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児童発達支援の延利用日数は増加しており、令和６年度からは計画値とほぼ同様に推移しています。

主な障害児向けサービスの利用状況② 児童発達支援の利用状況

■ 児童発達支援の延利用日数の推移

所管データ注）R6年度より「医療型児童発達支援」を含む。

単位： 人日／月

1,053 

1,289 1,233 
1,344 

1,465 

958 
1,005 

1,055 

1,332 

1,439 

1,555 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

実績値 計画見込み値

第二期計画 第三期計画
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放課後等デイサービスの延利用日数は増加しており、計画値と同様に推移しています。

主な障害児向けサービスの利用状況③ 放課後等デイサービスの利用状況

■ 放課後等デイサービスの延利用日数の推移

所管データ

単位： 人日／月

2,848 2,949 
3,231 

3,509 3,550 

2,448 
2,550 

2,652 

3,400 
3,578 

3,766 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

実績値 計画見込み値

第二期計画 第三期計画



３ 令和７年度
三鷹市障がい者等の生活と福祉実態調査結果より

17



18

令和４年度と比べ、差別をうけたことがある割合は低くなっています。

生活と福祉実態調査より① 過去１年間に差別を受けたことがあるか

キーワード：相互理解の促進

■ この１年の間に障がいがあることで差別をうけたことがあったか

10.8
5.0

9.5
6.3 6.5

0.0

7.3 7.3

21.5

13.6

24.7
25.2

32.3

17.9

14.6

7.3

32.3

18.6

34.2
31.5

38.8

17.9

21.9

14.6

0%

20%

40%

60%

R4 R7 R4 R7 R4 R7 R4 R7

差別をうけたことが少しあった

差別をうけたことがよくあった

障がい者調査 障がい児調査 医療的ケア児・者調査 高齢障がい者調査

減少

減少

減少

減少

約２割

約３割

約２割
１割超
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「インターネットやＳＮＳ」、「市役所の窓口」から情報を入手する割合が増加しています。

生活と福祉実態調査より② 福祉制度やサービス等の情報を入手する手段

31.8

30.8

22.0

21.7

19.4

15.4

25.0

28.7

15.2

21.0

19.1

14.7

0% 10% 20% 30% 40%

インターネットやＳＮＳ

広報みたか

市役所の窓口

市のホームページ

家族や親せき

特にない・情報は入手していない

令和７年度（n=1,327）

令和４年度（n=837）

■ 福祉制度やサービス等の情報を入手する手段（上位５項目、および、「特にない・情報は入手していない」）

障がい者調査

キーワード：情報手段の多様化

増加
約３割

約２割

増加
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相談で困ることとして、「どこ（誰）に相談したらよいかわからない」や「相談しても満足のいく回答
が得られない」の割合が高くなっています。

生活と福祉実態調査より③ 相談で困ること

■ 相談で困ること

障がい者調査

27.7

20.0

14.1

11.7

40.1

18.2

22.6

13.0

8.8

38.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

どこ（誰）に相談したらよいのか

わからない

相談しても満足のいく回答が得ら

れない

夜間や休日などに相談するところ

がない

プライバシー保護に不安がある

特に困ることはない

令和７年度

（n=1,327）

令和４年度

（n=837）

38.2

35.7

7.1

4.2

30.3

30.5

28.9

12.6

4.7

28.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

相談しても満足のいく回答が得ら

れない

どこ（誰）に相談したらよいのか

わからない

夜間や休日などに相談するところ

がない

プライバシー保護に不安がある

特に困ることはない

令和７年度

（n=238）

令和４年度

（n=190）

障がい児調査

キーワード：相談先の更なる周知

※その他・無回答を除く※その他・無回答を除く

増加
約３割

増加
約４割

増加
３割超
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外出時などに困ることとして、「歩道が狭い、道路に段差が多い」や「建物などに階段が多く、利用し
にくい」の割合が高くなっています。

生活と福祉実態調査より④ 外出時などに困ること

17.0

16.9

13.3

10.3

8.7

42.3

16.4

15.9

13.0

9.1

10.4

40.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

歩道が狭い、道路に段差が多い

他人との会話が難しい

まわりの人が障がいに気づきにく

く、手助けを求めることが難しい

電車やバスなどの交通機関が利用

しづらい（路線図などがわからな

いなど）

建物などに階段が多く、利用しに

くい

特に困っていることはない

令和７年度

（n=1,327）

令和４年度

（n=837）

■ 外出時などに困ること（上位５項目、および、「特に困っていることはない」）

障がい者調査 高齢障がい者調査

16.7

14.6

13.5

11.5

10.4

32.3

26.0

11.5

14.6

10.4

9.4

28.1

0% 10% 20% 30% 40%

歩道が狭い、道路に段差が多い

建物などに階段が多く、利用しに

くい

電車やバスなどの交通機関が利用

しづらい（路線図などがわからな

いなど）

他人との会話が難しい

身近に付き添ってくれる人（家

族、ボランティア等）がいない

特に困っていることはない

令和７年度

（n=96）

令和４年度

（n=96）

キーワード：バリアフリー

２割弱 ２割弱

１割超
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障がいのある人が働くために、「多様な働き方（短時間就労など）が広がること」、「雇う側の理解が
進み、障がいのある人を積極的に雇うようになること」が必要だと思う割合が高くなっています。

生活と福祉実態調査より⑤ 障がいのある人が働くために必要なこと

■ 障がいのある人が働くために必要なこと（上位５項目）

障がい者調査

52.3

51.2

46.2

41.5

41.4

51.4

50.7

39.9

40.4

37.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

多様な働き方（短時間就労など）が広がること

雇う側の理解が進み、障がいのある人を

積極的に雇うようになること

仕事を探すための手助けなどの支援が充実すること

職場の人の手助けが得られること

障がいのある人でも過ごしやすい職場環境

（バリアフリーなど）であること

令和７年度（n=1,327）

令和４年度（n=837）

キーワード：相互理解の促進

約５割

約５割
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14.7

13.7

29.8

33.7

6.3

4.2

26.5

28.4

10.5

8.9

10.5

8.9

1.7

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和７年度

（n=238）

令和４年度

（n=190）

家族と一緒に暮らしてほしい 家庭をつくって暮らしてほしい 一人で暮らしてほしい

グループホームなどで暮らしてほしい 障がいのある人が入所する施設などで

暮らしてほしい

その他

無回答

48.2

49.2

10.8

10.5

20.4

17.9

5.5

7.0

2.8

3.7

6.4

5.5

5.9

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和７年度

（n=1,327）

令和４年度

（n=837）

家族と一緒に暮らしたい 家庭をつくって暮らしたい 一人で暮らしたい
グループホームなどで暮らしたい 障がいのある人が入所する施設などで暮らしたい その他
無回答

将来希望する暮らし方として、障がい者調査では「家族と一緒に暮らしたい」割合、障がい児調査では
「家庭をつくって暮らしてほしい」割合が最も高くなっています。

生活と福祉実態調査より⑥ 希望する暮らし方（障がい者調査、障がい児調査）

■ 今後、どのような暮らしをしたいか

障がい児調査

■ 将来、どのような暮らしをしてほしいか

キーワード：在宅での暮らしを希望

障がい者調査

約６割

４割超

59.0%

44.5%
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施設入所者調査では、将来希望する暮らし方として「現在の施設で、今までと同じように暮らしたい」
割合が最も高くなっています。

生活と福祉実態調査より⑦ 希望する暮らし方（施設入所者調査）

■ 将来どのような生活をしたいか

施設入所者調査

66.0

5.0

3.0

1.0

1.0

0.0

15.0

63.5

6.3

4.2

1.0

0.0

3.1

17.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現在の施設で、今までと同じように暮らしたい

施設を退所して、グループホームなどで

仲間たちと暮らしたい

施設を退所して、家族と一緒に暮らしたい

施設を退所して、ひとり暮らしをしたい

高齢者の入所施設（特別養護老人ホームなど）

に移って暮らしたい

家族が住む近くの施設に移って暮らしたい

わからない

令和７年度（n=100）

令和４年度（n=96）

キーワード：施設利用者は施設の継続利用を希望

６割超

※その他・無回答を除く
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災害時の準備で困っていることとして、障がい者調査では「何を備蓄すればいいのかわからない」、障
がい児調査では「避難時における介助者・支援者がいない」の割合が高くなっています。

生活と福祉実態調査より⑧ 災害時の準備で困っていること（障がい者調査、障がい児調査）

■ 災害時の準備をする上で困っていること（上位５項目、および、「特に困っていることはない」）

障がい者調査

26.5

21.5

20.3

18.3

17.5

24.8

24.9

20.0

21.5

17.1

18.2

20.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

備蓄を保管するスペースがない

何を備蓄すればいいのかわからな

い

備蓄を用意する経済的な余裕がな

い

備蓄品の使用期限を管理できない

非常時に医療的ケアが受けられる

環境がない

特に困っていることはない

令和７年度

（n=1,327）

令和４年度

（n=837）

障がい児調査

31.5

29.0

21.0

19.3

18.1

15.5

20.0

32.6

18.4

16.8

19.5

18.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

避難時における介助・支援者がいな

い

備蓄を保管するスペースがない

非常時に利用できる情報入手手段・

連絡手段が限られている

備蓄品の使用期限を管理できない

何を備蓄すればいいのかわからない

特に困っていることはない

令和７年度

（n=238）

令和４年度

（n=190）

キーワード：情報提供・避難時の支援体制

増加

約３割

約２割
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災害時の準備で困っていることとして、医療的ケア児・者調査、高齢障がい者調査では「避難時におけ
る介助者・支援者がいない」の割合が高くなっています。

生活と福祉実態調査より⑨ 災害時の準備で困っていること（医療的ケア児・者調査、高齢障がい者調査）

■ 災害時の準備をする上で困っていること（上位５項目、および、「特に困っていることはない」）

21.9

19.8

19.8

18.8

17.7

18.8

20.8

13.5

22.9

10.4

17.7

19.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

避難時における介助・支援者がい

ない

備蓄を用意する経済的な余裕がな

い

非常時に利用できる情報入手手段

・連絡手段が限られている

備蓄品の使用期限を管理できない

何を備蓄すればいいのかわからな

い

特に困っていることはない

令和７年度

（n=96）

令和４年度

（n=96）

医療的ケア児・者調査 高齢障がい者調査

56.4

41.0

23.1

23.1

12.8

10.3

29.0

48.4

9.7

19.4

32.3

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

避難時における介助・支援者がい

ない

非常時に医療的ケアが受けられる

環境がない

避難ルートが適切なのかわからな

い

非常時に利用できる情報入手手

段・連絡手段が限られている

備蓄を保管するスペースがない

特に困っていることはない

令和７年度

（n=39）

令和４年度

（n=31）

キーワード：避難時の支援体制

増加

５割超 約２割
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今後、三鷹市に重点的に進めてほしい取り組みについて、障がい者調査では、「障がいのある人もない
人も、お互いに理解しあって協力していくこと」の割合が５割弱で最も高くなっています。

生活と福祉実態調査より⑩ 今後、三鷹市に重点的に進めてほしい取組（障がい者調査）

■ 今後、三鷹市に重点的に進めてほしいこと（上位10項目）

46.9

46.0

41.4

40.2

39.3

38.9

32.0

29.6

29.4

29.2

49.2

43.6

45.5

39.9

39.8

43.2

32.1

27.6

32.6

32.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

障がいのある人もない人も、

お互いに理解しあって協力していくこと

障がい者が高齢になって介護が必要になった時に

生活できる場所を確保すること

障がいのある人への差別や偏見をなくすこと

障がいのある人への相談窓口を充実させること

障がいのある人が、企業などで働けるように支援

すること

障がいのある人が安心して医療を受けられるよう

にすること

地震や台風などの災害時の情報提供や安全対策を

充実すること

自立して暮らせるように、グループホームや

ひとり暮らしを体験できる場があること

グループホームやアパートなどで

自立して暮らせるようにすること

道路や公共施設などを障がいのある人にも使いや

すくすること

令和７年度（n=1,327）

令和４年度（n=837）

キーワード：相互理解の促進

５割弱

障がい者調査
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今後、三鷹市に重点的に進めてほしい取り組みについて、障がい児調査では、「障がいのある人もない
人も、お互いに理解しあって協力していくこと」の割合が６割を超えて最も高くなっています。

生活と福祉実態調査より⑪ 今後、三鷹市に重点的に進めてほしい取組（障がい児調査）

■ 今後、三鷹市に重点的に進めてほしいこと（上位10項目）

64.3

57.6

56.3

54.6

54.2

53.4

52.5

49.2

48.3

40.3

64.2

53.2

56.8

44.7

50.0

47.4

51.6

36.8

42.6

36.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

障がいのある人もない人も、

お互いに理解しあって協力していくこと

障がいのある人が、企業などで働けるように

支援すること

障がいのある人への差別や偏見をなくすこと

通所施設やデイケア施設を充実させること

自立して暮らせるように、グループホームや

ひとり暮らしを体験できる場があること

グループホームやアパートなどで

自立して暮らせるようにすること

一人ひとりの個性を生かした保育や教育をす

すめること

日中一時支援や移動支援を充実させること

放課後の活動場所を確保すること

障がいのある人が安心して医療を受けられる

ようにすること

令和７年度（n=238）

令和４年度（n=190）

キーワード：相互理解の促進

６割超

障がい児調査



４ 令和７年度
障がい者（児）計画策定のための事業所調査結果より
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事業所の職員の充足状況について、「やや不足している」、「不足している」、「非常に不足してい
る」を合わせた、職員が不足している割合は８割を超えています。

事業所調査より① 職員の充足状況

■ 職員の充足状況

13.0 42.0 33.3 10.1

0.0

1.4

0% 25% 50% 75% 100%

令和７年度（n=69）

十分である やや不足している 不足している 非常に不足している わからない 無回答

85.4%

■ 福祉人材が不足している要因（職員が「不足している」もしくは「非常に不足している」事業所、上位５項目）

73.3

50.0

33.3

26.7

13.3

77.4

35.5

29.0

29.0

6.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

他産業よりも賃金水準が低い

求める水準を満たす人材がいない

勤務形態が不規則

地域における労働人口が減少している

事業所の立地が悪い

令和７年度（n=30）

令和４年度（n=31）

キーワード：処遇改善・人材のマッチング

７割超

約５割

８割超
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人材の確保・定着・育成のために、行政に取り組んでほしいこととして、令和４年度と同様に、「福利
厚生への助成」や「若年者への障がい福祉に関する仕事の啓発・ＰＲ」の割合が高くなっています。

事業所調査より② 人材の確保・定着・育成のために、行政に取り組んでほしいこと

■ 人材の確保・定着・育成のために、行政に取り組んでほしいこと（上位10項目、および、「特にない」）

66.7

56.5

52.2

47.8

42.0

40.6

40.6

39.1

39.1

37.7

2.9

55.8

51.9

34.6

34.6

38.5

28.8

40.4

36.5

17.3

36.5

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

福利厚生への助成

若年者への障がい福祉に関する仕

事の啓発・ＰＲ

職員の家賃補助の拡大

知識やスキル向上のための研修や

講習会

資格取得時の費用負担の充実

採用・定着・育成に役立つ情報提

供・相談・助言

無料職業紹介、マッチング、就職

相談会等

事業者が独自に行う研修への補助

職員の悩み相談、心身の健康相談

の支援

職員の育児と仕事の両立支援

特にない

令和７年度（n=69）

令和４年度（n=52）

キーワード：処遇改善・仕事の魅力発信・研修の充実

７割弱

６割弱

約５割
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